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 肺スキヤンニングによる肺内肺動脈血流分布の研究:(D「エーMAAに関する基礎的研究」
ユヨ 
 では,エーMAAの粒子の大きさが5-100μにわたり,平均長径25±44μ,短径15
 士9μで,これを静脈内に注射すると,50～60分間,注入量の93%が肺内に一定にとyま
  ロ
 り,エーMAAによるオートラジオグラフィーにより,MAAは,肺動脈系の細動脈以下肺毛
 細管床にとらえられる事実を明らかにした。注入された放射能の90%が48時間以内に尿中に
 排澱され,96時間で体内の放射能は検出されなぐなる。また131エーMAAは,抗原たり得ない
 ことを皮内反応及び寒天グル内沈降反応によって証明した。「肺動脈血流分布の定量法の研究」
 では,スキヤンニングと同時に記録した左右肺の放射能変化曲線(cps曲線)を,全肺野につ
 いて積分し,これを左右肺の酸素消費量と比較すると,7二α986(P<α001)の相関が得
 られ,肺活量とはロ.955〔P<0,口引)の相関があった。従って,肺スキヤンニングで求めた
 血流比は,肺動脈血流分布を示すと考えられた。正常人{9名)の左右肺動脈血流分布は,臥位
 で右腕56%(55～62%),左腕44%(58～47%),座位で右肺55%,左肺45%
 であった。(K)「肺結核」では,各種病型を含む127名の肺結核患者で,肺機能との関連から肺
 動脈血流分布を調べると,空洞,肋膜病変,気管支拡張,気管支狭窄,のう胞,線維乾酪巣等の
 病変部で肺動脈血流分布が減少し,気管支喘息や肺気腫の合併で,閉塞性障害が高度になると血流
 分布が不均一になることを明らかにした。結核病巣は,化学療法によって臨床的及びレ線像上著しく改
 善してもその部の血流減少は不可逆性で回復しない所昇,を得た。ガス拡散能力(DLco)が低下すると
 局所的な血.流分布の減少として表現されるが,一方肺局所の血流分布の減少が見られても,肺の
 ヨき 
 代償機能がよければ,DLcoの低下としては測定されなかった。肺スキヤンニングに,Xe
 ガス吸入を併用して,局所肺の換気及び血流比を測定すると,病変部以外では,換気及び血流が,
 ほ樹対1で対応したが,病変部では,肺動脈血流が障害されやすい結果を得た。⑳「肺癌」・58名
 の肺癌のうち肺門型及び混合型では,腫瘤の位置が,肺動脈血流配分の支配因子で,左肺門型肺
 癌で殊に血流が左腕で減少し,DLCOが障害され,肺毛細管血量ぐVclの低下する原因が明ら
 かになった。末梢型では,腫瘤の大きさが支配因子となる。遠隔転移が証明されない肺癌で,患
 側肺動脈血流分布が,正常の0.71以上あれば,外科療法の成功する可能性が強い結果を得た。
 Φ∂「肺サルコイドーシス」・20名の肺サルコイドーシスでは,肺門リンパ節腫脹があっても,
 肺動脈血流分布は,殆ど正常を保ち,肺機能上,DLcoの低下群と.正常群との聞に血流分布上
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 の差異は認められなかった。(V)「その他の胸部疾患」・66名の被検者のうち,慢性気管支炎,
 気管支喘息等では殆ど正常の血流分布を示したが,経過が長く在ると,血流分布が不均一になり
 慢性肺気腫への移行を示唆した。慢性肺気腫では,7名中4名に血流分布の不均一が見られた。気
 管支拡張癒では,例外なぐ拡張部の肺動脈血流分布が減少し,肺炎の如き急性炎症では回復と同
 時に血流分布が増加したが,肺膿瘍では,血流分布が不可逆で回復しなかった。自然気胸では肺
 の再膨脹と共に血流分布が増加し,肺線維症では,病変部の血流分布が減少した。僧帽弁疾患を
 含むうつ血性心不全では,上肺野の血流分布が増加し,増加の度合いは,重症度とほy相関する
 如くであった。邸)「肺手術後の術側肺の肺機能への影響」の研究では,従来の如き肺全体への影
 響とは別に,最も侵襲を受けやすい術側肺機能,殊に換気と血流との関係をしらべた。術後六ケ
 月程度まで,肺葉手術では,換気及び血流が,ほy併行して減少するが,換気とくに肺活量の減
 少がや、強く,胸廓成形術では,げ靴流への影響が軽度であるのに,肺活量の減少が著しく,換気
 /血流比の不均衡が大であった。術後の経過時間が長くなるにつれ,換気/血流比は,次第に術
 前の状態に近ずぐ所見を得た。㈲「吸入ガス酸素濃度の肺動脈血流分布への影響」の研究では,
 一側肺に低酸素ガスを,他側肺に純酸素を呼吸させると,砥酸素側の肺動脈血流分布が減少する。
 従来その限界濃度については,5～8%左どと諸説があったが,肺スキヤンニング法を応用した
 本研究では,吸入ガス酸素濃度が21%(空気)より低下すると,5～6分で血流の再配分が起り,
 '低酸素吸入側の肺動脈血流分布が減少した。その減少の度合いは,酸素の濃度が低下するに従い
 強ぐなり,ことに8～12%程度の酸素幾度で,晩流分布の減少率が急激に大になり,・無酸素呼
 吸では,正常時の0.33～α68の減少が認められた。又血流減少率には,被検者によって巾が
 あり,その範囲内で減少した。
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 審査結果の要旨
 本研究は,放射性沃度標識化合物131エーMAAを用いて,肺スキヤンニングを行い,肺内肺動
 脈迎流分布を研究し.た論文である。
 ヨ 
 まず著者は,Taplinらによって開発さ才1.たエーMAAについて基礎的研究を行い,粒子
 工むぢ
 の太き'さ,臓暑監内分布むよび・そ一σ)華墨ll寺的変イ乙工一MAAを用いたオートラジオグラフイー
エヨユ
 で肺動脈系小.1血管に耕ナるMAAの状態,」血中放射能の推移,1-MAAが尿を通じてのみ排
 泄される事実,排泄時1駄人体に1対して無害且非抗原性であることなどを明らかにし,又一走査
 毎に体外で計測され.た放射能の変化曲線を積分相加すること1てよって求めた左右肺の放射能の分
 布比と・左右肺の酸素消費・鵠比とのあいだに,γ一〇.986(P<Ω.001)の相関があることを
 発見し・肺スキヤンニングて求めた左右肺の放射能の分布比被,肺動脈1敗流分布を示すものであ
 ると結論している。
 これらの基礎的蜜実の上に,肺癌,肺結核,肺サルコイドーシス,肺気隠気管支曜,}、犠,慢性
 気管支炎,気管支拡張症,肺炎,肺膿瘍,自然気胸,肺線維症,そ'の他の肪疾患,および僧帽弁
 疾患などの心疾患において,肺内の肺動脈血流分布を詳細に明らかにし,従来の肺機能検査成績
 と対比し乍ら,胸部疾患に蔚ける肺内循環動態,診断,治療効果,予後の判定に,阿明方:解釈を
エヨヨ
 与えた。更に本法とXeガス吸入を併用した著者らの方法で,主として肺結核で,肺局所領
 域の換気及び肺動脈.血流比を測定し,局所肺機能研究への基礎を築いた。
 著者は,六法C)応用をさらに広めて,従来研究が困難であった手術1昌!1肺にお替る換気と血流の
 関係,および吸入ガスの酸素濃度が,肺動脈廟流に及ばず呂タ響を研究した。術側肺の換気とr姫垣
 の関係についての研究では,肺葉切除を受けた肺では,概して換気と血流が併行して減少するが,
 一方胸廓成形術施行側の肺では,血流の障害が軽度であるのに肺活量が署し・く減少しつ所謂換気.
 穐流.比の不均衡が大であることを明らかにした。こ.の不均衡は,しかし乍ら,術後の経過が長び
 くにつれて,小さぐ煮るといっている。
 後考の研究では,一側肺に純酸素を呼吸'させて対照とし,他側肺に低濃紫ガスを呼吸させて,.
 肺スキヤンニング法で∬亘流の動態を観察し,同時に呼気ガスを経時的に採取して,そのガス分析
 を行っている。その結果,吸入ガスの酸素濃度が,空気(酸素21%)より低下す1り.ば,5～6
 分で,血流の再配分が起り,酸素濃度が15%までは,血流の減少が極めて軽度に,12-8%
 までは詩,激に高度となり,以下無酸素まで減少をっyけ,巾をもつたゆるぺ)かなS字を描ぐ皐実
 を嘉月,し,従来肺血流減少のための酸素濃度の上限とされていた8%は誤りで,酸素濃度が空気
 Dそれより低下すれば1低酸素測の肺血流は減少することを実証している。また血流減少の発生
 匙構として肺局所の血管反応を想定している。
 以上の舶ぐ,基礎的研究に仕じまり,胸部疾患の各病態について,肺内肺動脈血流分布を詳細
 に研究し,臨床的価値を闡明にしたのみならず,肺生理学的研究への応用にまで発展させた体系
 的設研究ほ,塞論文を以づて嚆矢とする。肺循環に多大り新知見を加えたものとして貴重な論文
 よって,本論文は,学位を授与するに値するものと認める。
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